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はじめに

本記事は2024年1月10日に、韓国で急成長中のITスタートアップ「TeamSparta Inc.」の李・さん
あ氏をお招きし、PythonやChatGPTを活用した業務自動化、データ分析やWebサイト開発など
目的に合わせて幅広く学べるDX人材研修の導入事例についてお話いただいた講演をまとめた
ものです。

当会では、DX Talkと題して職種横断的にさまざまな企業のDX責任者をお招きし企業のDX推進
について講演をいただいており、本講演はその48回目にあたります。主にDX担当部門、経営企
画などの部課長クラスの方が視聴されることを想定し、DX推進の実務的詳細にまで踏み込んだ
講演を魅力としています。業種を特定せず広範な領域のDX推進の実情について知ることにより
「ビジョンをどう実務に落としていくか、実践的なDX推進のヒント」を得られると考えています。
DX Talkはファイナンス稲門会の幅広い企業との接点により実現しているものです。ファイナンス
稲門会員には感謝を申し上げるとともに、ファイナンス稲門会員ではない方は本記事をご覧にな

り、もしファイナンス稲門会に興味をもっていただけましたらぜひご入会を検討していただければ

と思います。

講演資料については当会で保存しております。ファイナンス稲門会員で講演資料を希望される方

はwfic[at]finance-tomonkai.com（atを@に変換してください）まで連絡ください。

記事まとめ

スパルタは、「プログラミングを学ぶことで、エンジニアとの連携においてシナジーが生まれる可

能性がある。また、非エンジニアがプログラミングを学んでエンジニアに転身する意欲も高まるか

もしれない」と行った仮説をもとに、非エンジニア向けのプログラミングスクールとしてスタートす

る。スパルタはオフラインからオンラインへと移行し、受講生の増加をもたらし、売上も伸ばしてい

る。この成功により、2023年には韓国のプログラミング教育部門でブランド大賞を受賞した。ま
た、スパルタは韓国の企業にもDX研修を提供しており、成長を続けている。
韓国企業が求めるDXの定義について考える前に、異なる業界や部署、役職におけるDXの課題
が注目される。共通しているのは、ITスキルと思考力を組み合わせて業務の最大化や効率化を
図りたいというニーズである。



日常の業務では、会社で与えられた指示に従って業務ツールを活用し、報告書を作成することが

一般的である。韓国では外部ツールを個人で活用することも多いが、その機能には限界があり、

非効率な面もある。そこで、スパルタは業務ツールの最大限活用するためのコーディング知識を

提供し、それを実践する研修を行っている。

目次

1.企業紹介
2.韓国企業のDX研修事例

2a.韓国企業が求めたDXとは？
2b. DX教育の事例

3. スパルタならではの強み
4.生成AI 2daysオンラインセミナー

1. 企業紹介





プログラミングを学ぶと、エンジニアと協業するときにもっとシナジーが出るんじゃないかとか、も

しくは今後エンジニアが活躍するのであれば、私もプログラミングを学んでエンジニアになりたい

と思うエンジニアじゃない方々がもっと多いんじゃないかなというのを仮説を持って、そういった非

エンジニア方々向けのプログラミングスクールとしてスタートしております。

最初はオフラインで授業をスタートしておりますが、コロナを機にオンラインに切り替えて、物理的

なハードルもなくなって受講生がどんどん増え、去年累計で70万人を超える受講生がすでにスパ
ルタの講座を受講されているような結果になっております。



B2Cだけではなくて、企業様に研修を納入してから売上もすごく伸び、毎年2、3倍ぐらいずつ成
長して、去年は40億円以上の売上を達成しました。

こういったこともあって、韓国では毎年いろんなサービスの分野で一番影響力のあったサービス

にブランド大賞を表彰しているのですが、2023年度はプログラミング教育部門でブランド大賞を
受賞しております。



B2Cだけではなくて、こういった名だたる韓国の企業様にもDX研修を提供しております。パッと見
た時に最近日本でも展開しているような企業さんもいくつかあるので、見慣れたロゴもあるのでは

ないかなと思うんですけれども、今日はこういった企業さんの中で2つ、韓国の事例ということで
皆さんにもご紹介ができればなと思っております。

2. 韓国企業のDX研修事例
早速、パート2の韓国企業のDX研修事例に入っていきたいんですが、その前にですね、そもそも
韓国企業が求めているDXとは何かについて少し皆さんとすり合わせができればなと思っており
ます。

2a.韓国企業が求めたDXとは？



冒頭、宮崎さんもDXの課題がたくさんありますねという話があったと思うんですけれども、私個人
的にはですね、このDXというのがすごくビッグワードだなと思っておりまして、弊社にいろんなDX
の課題がありますという風に皆さんおっしゃるんですが、その方が所属されている業界だったり

部署だったり、その方の役職によっても全然そのDXの意味合いというのは変わってくるなという
風に感じるんですね。

日本企業でもそうだと思うんですけれども、韓国企業でも実はこれは全く同じでして、皆さんDX、
DXとおっしゃるけれど明確な課題というのが定義できていないような状況が結構多いなという印
象です。でも共通して言えるのは何かしら、そのITツールとかデジタルツールを使いこなせるよう
になりたい、そういう風に社員を育成させたいというようなご要望よりかは、ITスキルと思考力を
掛け合わせて、今やっている業務を最大化、業務のお手伝いをしていくという風に考えていま

す。

生産性を一番上げていきたいだったりとか、より大きな価値を出していきたいだったりとか、ITス
キルを身につけることによって業務の幅感を広げていきたいだったり、もうちょっと広い意味で共

通して皆さんおっしゃるのが、ITスキル掛け合わせて思考力の向上というのを重視していきたい
というのは共通しておっしゃることだなという風に思いました。



もう少しだけ業務に近づけてお話をしますと、普通に会社で働いていると多分このような流れで

仕事をされる方が多いかなと思うんですけど、上司の皆さんから何かしら指示を受けてそれを自

分でいろんな業務ツールを活用しながら報告書を作ったり、世の中にアウトプットを出していくよう

な流れで仕事をされる方が多いんじゃないかなと思います。

この世の中なので、手書きで仕事をされることは誰もいなくほぼいなく、業務ツール、いろんなIT
ツールを駆使しながら仕事をされることが多いかなと思うんですけれども、韓国はですね、結構

外部ツールだったりとか、会社のツール以外にも外部のサービスとかを個人が結構活用しながら

仕事をすることが多々あったりするんですね。ただ、こういった業務ツールとか外部のツールって

機能が万全ではないですし、やりたいことを全て実現させてくれるわけでもないかなと思っており

ます。

これを活用する中で思うように進められなかったりとか、それを活用することが逆にちょっと非効

率になってしまうこともあったりして、韓国の企業のリーダー陣からはどうすればこの業務ツー

ルっていうのを最大限に活かしながら効率よく仕事ができるのかっていうところがいつも課題感と

して持っているものでした。

そこで、スパルタはですね、こういった業務ツールを最大限に活かすための少しばかりのコーディ

ングの知識っていうところをカリキュラムに溶け込ませて、実際にどのような研修を提供していた

のかところを皆さんにも少しご紹介できればなと思います。

2b. DX教育の事例



まず、一社目は大手の証券会社さんですね。韓国投資証券さんで、1974年に設立されても歴史
が50年ぐらいあるすごく長い会社で、韓国でも大きな証券会社さんです。証券会社で働く方々を
大手の証券会社さんとしてはちょっとイメージしていただくと、毎日変わっていくマーケットの状

況、株価だったりとか市場のいろんなニュースっていうのをまとめてお客さんに提供したり、レ

ポートしたりっていうのが、すごくいろんな部署のいろんなレイヤーの方々がやっている仕事かな

と思うんですけれども、こういった仕事働き方のところを全面的にもっと生産性を向上していきた

いっていうようなご要望をお客さんから頂戴いたしました。

この会社さんですね、すごく大きな会社さんでして、一社ではなくてその下に副主査の子会社を

持っているような会社だったんですけれども、全社員に対してDXの研修をすることで働き方の改
革をしていきたいというご要望に応えるためにはまずは経営人を説得する必要があったと思いま

す。なので、一番最初は社長さんを含めて各社さんの役員の方約50名の方を集めて、DXの重
要性とあとは実際簡単なコーディングセミナーというのを実施しました。社員さんに納品するよう



な研修の一部分というのをちょっとアレンジして、皆さんにも簡単にコーディングを書いて、コー

ディングを学んでいただいて、それを業務で活用するとどんな変化がありそうなのかというところ

をイメージしていただき、実感を持っていただくことで、実際この研修をやった方がいいねっていう

共感体を作った上で、全社員の研修に入っていきました。

社員さんのほとんどがですね、プログラミングをやったことないですし、DXの研修全社でやるよっ
て言った時にもあんまり積極的に皆さん参加されなかったりもするので、どうすればこの研修が

実務にちゃんと生きるんだってところを感じていただけるのか、そこを結構ポイントとしてカリキュ

ラムを設計しております。なので、皆さんが実務でよく使われているメールの送信をより楽にする

方法だったりとか、Excelデータをいかに簡単に効率よく使えるようなことを考えていただくと管理
していくのか、あたりを研修の中のミニ課題として全て設定をしまして、ただ学んで終わるのでは

なくて、実際の業務を思い浮かびながら座学でも学べるようなカリキュラムを設計しました。

業務の効率化というところで結構日々繰り返される業務というのを自動化させるところも一つポイ

ントになっていたんですけれども、Pythonというプログラミング言語をその構造を理解して、
ChatGPTを使って実際Pythonのコードを書いて、それをExcelにつなげて、Excelの操作をしたり
とか、メールを送信したりとか、データを分析するような内容を皆さんにお伝えをいたしました。そ

の後に、データ分析を強化したい方向けとあとはプラットフォーム政策を強化したい方向けに2つ
のパターンに分けて、ご自身の今の業務に合わせてより進化されるような内容を学んで、最後に

はですね、自分の業務で今活かせそうなものをオリジナルプロジェクトとして制作していただきま

した。学んで終わりではなくて、学んだものを自分の業務で活用するときにどういうふうに活用す

ればいいのかというのをオリジナルプロジェクトとして皆さん作られたようなイメージでございま

す。



どんなものを作ったかというところを少しお見せしますと、例えば、報告資料制作ツールだったり

競合他社比較ツール、毎日の市場チェックツールというところを。1回もコーディングをやったこと
がないとエンジニアじゃない方々が3週間の研修を経て作り上げたんですけれども、例えば、この
報告資料制作ツールは国内の上場非上場企業を担当しているその企業様に金融商品のセール

スをするような営業の方が作られたものです。月1回か2回定例を設けてお客さんに今の市場の
流れだったりとか商品の状況だったりとかいろんなデータというのを報告をしながらミーティングを

するような方だったんですけれども、その変わりゆく市場の変動するデータというのをオープン

APIを活用して対象企業と対象項目を全部抽出し自動的にデータを集めて報告書のフォーマット
にまとめていくようなツールを制作しました。これで報告書を作る時間というのがぐんと減らすこと

ができたというような事例が1つあったのと、あとは一番右のPMのダッシュボードというようなもの



なんですが、毎日PMとして担当プロジェクト関連の市場を調査しているような方がご自身のため
のダッシュボードというのを作って業務を日々の業務というのを短縮した事例が1つございます。

大きな会社なので、前者が見るようなダッシュボードってもちろんあったと思うんですが、皆さんも

お仕事をされるときに前者のダッシュボードを見ていざ自分の仕事につなげようと思ったときに、

この指標とこの指標が前の方が見やすいんだけどなとか、ここのデータはいらないのに重たいな

とか思うことってあると思うんですね。そういった前者のデータを見るのももちろんダッシュボード

を活用するのももちろんいいと思うんですけれども、自分の業務に一番フィットするような形でダッ

シュボードを制作して、毎日情報収集をしなくてもいいような仕組みを作ることで業務の生産性向

上っていうところにつなげるような事例がございます。こういったツールっていうのを皆さん研修を

しながらその研修の中でちゃんとアウトプット、このツールを作成されたっていうのが一つ証券会

社さんの事例でした。

この会社さんはすごく大きいので、まだまだ実は研修は続いておりまして、2022年から始まって
るんですけれども、まだ研修が全部終わらず続けてやっております。

ChatGPTを活用して簡単にでもPythonコードを作って各業務を効率化できるような各々のプロ
ジェクトが作成できてよかったというようなお声をいただいてるのはもちろんなんですけれども、実

際1時間ぐらいかけていた業務をこのプロジェクトを使って研修を経て作ったプロジェクトを使いな
がらすることで5分にも減らして大幅な業務の業務時間の削減ができてることだったりとか、何も
考えなかったら手動で当たり前でやると思っていたことをもしかしたらこれ自動化できるかもって

いうふうに思うようになったその意識の変化があったことが一番良かったことですというようなコメ

ントをいただいております。



2つ目がですね、メガベンチャーさんでして、カカオさんなんですけれども、日本でもピッコマってい
うサービスでよく知られているような企業さんで、新規事業もたくさんやっておりますし、いろんな

プロモーションも多方面でやってらっしゃるので、今ホットな生成AIをどうやって業務につなげて活
用できるのかというのを社員に教えてあげてほしいというご要望を受けて研修を納品しておりま

す。

企画担当とプロモーション担当のマーケターの方々がメインの研修だったので、実際業務でどう

いう仕事が頻繁に行われているのかというのをヒアリングさせていただいた時に、プロモーション

企画だったりカタログ制作、それを作るためのレファレンス探しにものすごい時間をかけています

よと実際行った後に成果分析にも時間をかけていますということがあったので、それを成立した

後に生成AIを活用してどう効率よくできるのかというのに着目をし研修プログラムを設計して納品
をしております。



マーケターの方々って毎月毎月プロモーションとかを設計する時にお正月だったら赤がいいのか

とかバレンタインではどういうアニメーションを使うのかとかいろいろ他社のレファレンスチェックさ

れると思うんですけれども、そういうのを生成AIを使って手早く情報を収集し、実際それを作って
成果分析までするような流れですね。

ChatGPTとは何なのか、どういった指示命令を使えばいいのかとかExcelにつなげて関数を活用
したりWordにつなげて文章制作を自動法律化させたりとか、あとはChatGPTと生成AIを活用し
て実際イメージと動画を作ってみたりとか、GASの基礎を学んでスプレッドシートだったりWord
だったりとか一元管理するようにしたりとか、SQLを活用して実際に動画を作ってみたりとか、実
際のデータっていうのをちゃんと分析できるようになるだったりとか、こういったものを2週間かけ
て皆さんにお伝えをしまして最後には同様にオリジナルプロジェクトを制作して実際業務で活用

できるようなものを皆さん持って帰るような形にしております。

30名の企画とマーケターの方々に受講をいただいて、業務の効率化はもちろんなんですけれど
も、AIでこんなことまでできるんだっていうのを結構身をもって体験いただいたので、それを業務
に活用できる意識改革ができたっていうようなコメントをいただいております。

カカオさんの場合はちょっと最後のアウトプットは公開が難しかったのですごくさらっとした事例紹

介になってしまったんですけれども、こういった大手の企業さんからもお声がいただけているマス

ファルトならではの強みについて少しお話できればなと思っております。



3. スパルタならではの強み

日本でも韓国でも結構こういったオンラインオンデマンド型のプログラミングスクールっていうのは

たくさんあるかなと思うんですけれども、スパルタは既存のサービスでは手が届かない部分を

ちゃんとケアして実践で使えるスキルを身につけるところにすごくこだわっています。

オンデマンドだからこそ途中で誰も見てくれないので途中で挫折しやすかったりとか、あとは一方

的に理論を学んだはいいものの、ちゃんと身についていなかったりとか、インプットしたはいいけ

れども実際業務で使おうと思ったときにどうすればいいのかわからないことでたくさんあると思う

んですけれども、スパルタの場合は一人一人に進捗管理、一人一人の進捗管理をすることで最

後までモチベーション高く受講ができるような伴奏体制をちゃんと組んでいたりとか、あとは実際

業務で使われている内容をカリキュラムに入れているように実習ベースの学習スタイルで本当に

業務で使えるようなスキルをちゃんと学んでいくあとは最後に個人プロジェクトを必ず制作してい

くことが大事です。

そういうのを必ず検証してもらうので学んで終わりとか課題を提出して終わりではなくて、ゼロか

ら自分で何かを作ってみるような経験っていうのを必ず検証の中でやることで実践で使えるスキ

ルを身につけていただくことにこだわっています。



このようなノウハウを生かして、日本でもちょっと日本のIT人材不足だったりとか世界のIT人材不
足という課題に向き合っていきたいなと思っているんですけれども、皆さんご存知の通り2030年
には日本でも最大の人材不足が80万人ぐらいのIT人材が不足していると言われています。一番
短期間で効率よく未経験者をIT人材に育成してきたスパルタのノウハウを生かして、日本でもこ
の課題に向き合っていきたいなと思っている次第でございます。

去年の4月に、日本に初めて展開してみたいなというところで進出をしまして、たくさんの社会人
の方だったり企業さん、あとは学校さんだったりとか自治体の皆さんとお話し合いを今進めていま

すので、今後も進めていきたいなと思っております。今年はもう少し本格的に展開をしていきたい

なと思っているところでございます。

4. 生成AI 2daysオンラインセミナー





最後に、スパルタからのご案内なんですけれども、今ホットな生成AIについて丸わかりの2days
のセミナーっていうのを企画しております。完全体験型のオンラインセミナーでして、座学ではなく

て皆さんにもPCを用意していただいて実際行動を打ってみたりとか何かを作っていただくような
体験をしながら実際にどういうことで何があるのかその可能性について実感していただくような内

容になっております。ChatGPTについてだったりとかチャットGPTでいろんなウェブサイトを実際
作ってみる、あとはAIでバーチャルキャラクターを作ってみたりとか業務で使えるような報告書を
AIで制作してみるようなこともやっていきます。ノーコードでチャットボットを作るところまでを1日2
日たったの1日ごとに2時間ずつですね、たったの2時間ですね、4時間で体験を実際していただく
ような流れになっておりまして、いろんな課題があるんですけれども、この課題を応用しながらオ

リジナルのプロジェクトっていうところも十分に作っていただけるようなみっちりした内容になって

おります。これを1月30日と2月1日の2日間に分けて4時間実施していく予定です。通常4万円な
んですけれども、特別価格で1万円でご用意しておりまして、先着10名様分の席を用意しており
ますので、もし興味ある方ございましたらぜひ申請をお申し込みをお願いいたします。



スパルタは非エンジニア向けのIT教育機関としてスタートしておりましたが、プログラミングスクー
ルで終わるのではなくて、私たちと一緒にプログラミングを学んだ彼らと一緒に事業をもっともっと

広げていきたいなと思っております。採用だったりその人たちの企業というところの支援だったり、

グローバル展開だったりいろんなところで事業を展開していくことで総合的なITの連合体というの
を目指していきたいなと思っております。皆さんともどこかで縁があって一緒にお仕事ができると

嬉しいなと思っております。


